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実践背景
本校、グローバルコースでは総合的探究の時間においてアン
トレプレナーシップの授業を実施している。毎回の授業後に振り
返りシート（図１）を記入し、ロイロノートで回収をし、学期末の資
質能力を含めた総括的な振り返りの際にはそれらを見直しなが
ら振り返りを記述している。しかしながら各授業後の振り返りが
学期末の総括的な振り返りに反映されず、そのため資質能力に
ついての振り返り記述が量、質とも低い。

資質能力についての振り返りには自身の取り組み（事実）をも
とに強みや弱みについて俯瞰的に考えるメタ認知が必要になる。

毎回の振り返りを蓄積することと、蓄積された振り返りを見直し
てメタ認知を促す手立てが必要だと考えられる。

図１:振り返りシート

実践方法

結果

対象：高校 1 年C 組 26名、D 組 26 名
期間：2024 年 10 月～12 月
毎回総合的探究の授業後にC組は一枚ポートフォリオ（図２）を
用いた振り返り、D組は従来の振り返りを行う。その後学期末の
総括的な振り返りシート（図３）を用いた振り返りを行う。
なおC組、D組は高校入試時の学力が均等になるようにクラス分
けされている。

学期末の振り返りシートはルーブリック（図４）によって点数化
し、量的に分析する。また、特に資質・能力の記述（図５）につい
て点数の高かった生徒をピックアップして記述内容を質的に分
析する。

図２：一枚ポートフォリオ 図３：総括的な振り返りシート

図４：ルーブリック 図５：資質・能力の記述

量的分析
・C組、D組の有意な差異は見られなかった。
・C組、D組ともに事実についての記述（項目１～４）は数値が高い
が資質・技能についての記述（項目５）は数値が低かった。

表１：質問項目 表２：結果

質的分析

考察と今後の課題
一枚ポートフォリオが有意差を生まなかったのは検証期間が短
かったことも要因だと考えられる。期間を長くして調査すること
が望ましい。

資質・能力の振り返りについては事実についての振り返りに比
べると数値が低いことからメタ認知が促されておらず、自己の
理解や資質・能力の変化について理解が深まっていないことが
わかる。これは資質・技能の振り返りについて現状の振り返り
の方法が十分ではないことを示している。

今後は１枚ポートフォリオに資質・能力の項目を追加し、毎回の
授業の時点で資質・能力についての振り返りを行い、自身の変
容を見て取れるよう工夫するなどの改良をしていく予定である。
また、教師の評価やほかのチームメンバーとの相互評価によっ
てメタ認知を促すことも有効だと考えられる。毎回の振り返りに
ついて教師評価や相互評価を行うのは負担が大きく実施は難
しいが、学期末の総括的な振り返りの際に実施することは可能
だと考えられる。

項目１：できたこと（個人として）

項目２：できなかったこと（個人として）

項目３：できたこと（チームとして）

項目４：できなかったこと（チームとして）

項目５：アントレを通じてあなたは何が分かった？何か変わった？

（自己の理解や資質・能力の変容）

組 項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 項目５

C組 2 1.913043 1.782609 1.826087 1.173913

D組 2 2.04 2.04 2 1.36

事実についての記述で具体性が高く、因果関係についても言及
できている生徒でも自己の理解や資質・能力の変容についての
記述では具体性が低い。

観点 Ａ(期待以上) Ｂ(合格ライン) Ｃ(不十分)

全体を通じた振り返り
について
（内容）

プロジェクトを通じて、各授業でできた
こと、できなかったこと（事実）がわか
る。また事実について因果関係や強
み、弱みなどの分析が見られる。

プロジェクトを通じて、各授業でできた
こと、できなかったこと（事実）がわか
る。

プロジェクトを通じて、各授業でできた
こと、できなかったこと（事実）がわか
らない。

プロジェクトへの関わり
と、６つの生徒像につ
いて（資質・能力）

自分自身がどのようにプロジェクトに
関わったか（事実）をもとに、自身の
強みや弱み（資質・能力）について客
観的にとらえる(気づき＝メタ認知)記
述がみられる。また、プロジェクトに取
り組む中で資質や能力がどのように
養われたかがわかる。

自分自身がどのようにプロジェクトに
関わったか（事実）をもとに、自身の
強みや弱み（資質・能力）について客
観的にとらえる(気づき＝メタ認知)こと
ができている。

自分自身がどのようにプロジェクトに
関わったか（事実）に関する記述にと
どまっており、自身の強みや弱み（資
質・能力）についての記述が不十分
である。

ショーケースポートフォリオ評価基準
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